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I口腔機能の向上の必要性 ●

おす

おいしく、楽しく、安全な

コミュニケーションUP

個性をいかし、その人らしく充実した生活を送るために、なくてはならない

「機能」といえます。

●県内で介臓予防事業を実施した結果から、高齢者の□腔機能が向上した
ことがわかっています。

上越市介護予防事業の結果から
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とともに
舌苔の付着二が口の周囲の筋力が

向上しました。
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唇やきの機能の向上が見られました.
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I口腔機能の向上と栄養と運動の関連●
□腔機能、栄姜、運動器は、それぞれが深く関わつています。

0興歯 (嗜み合う●)がな
いと 力が出せない。

0筋力の低下により噛む
等の口腔機能の低下の

原因に…

0腔機能 0食べる機能の低下によ

り低栄墨の原因に…

栄曇状態

3つを腱菫づけた介口予防●葉が

_   動彙的です。   _

弥彦村で実施した調査結果から

基本チエックリスト(65歳以上を対象)の中で □肛症状に関する3項目と その他の頂日と

の関連を調査した結果 0腔症状と生,6機 能 運動機能 栄養 閉しこもり 認知症、うつの要

因と閲連してtlる ことがわかりました。

□臭等が原因て

開じこもりにも .

特に、「うつJr認知症Jにおいて、
すべての口餃症状と強い関連が

あることがわかりました。

0栄養不足による筋力低下.

0転倒 骨折 寝たきりの原因に 。

●活動菫の低下による食欲不振.

生 活機llt(5点満点)運動機能 6点高点)栄
姜 (2点満劇  閉しこもつ(2点両点)昭知証 (3
点

“

点)およびうつ (5点満点)をそれぞれ該当項

日数により点散ltし □腔症状に関する3頸日につ

いて随 扶あり(はい)]●●●よ0賑 林なしに いヽえ)リ
に分け 平均値の比校を行しヽました
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Ⅲ介慶予防事業パターン例 0●

市町村で実施している腱勁J、「栄■,、「0腱Jを関連づけた介極予鮨事業をこ餡介します.
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Ⅳ口腔機能の向上プログラムの流れ ●

厚生労●省から提示されF_様式例 f解決すべき錢題の把饉 □腟機能アセスメント(横式例),(平成10年 3月

31日老老発第0331000号 )を,者に 『□腔機能の向上jプログラムを実施する上での評価方法及びトレーニン

クメニユー等をこ紹介します.
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1.□腔清掃でおロスッキリ爽快

0腔清掃を行い 清潔に保つということは oし歯 歯曰病 気道感熱 誤縣性肺炎 インフルエンザなど)の予

防のためだけではありません.□腔機能を向上させるためにもとても重要なことであり、□彙が改善されること

により周囲とのコミュニケーションもスムーズにとれるようになります。ますはこ自身の□腔内の様子を観棄して

もらtヽ その人に合わせた清掃方法をマスターしてもらいましょう.ここでは □腔内の晨彙や 清掃方法のポイ

ントについて説明します.

』
∫

日立●
*・
入tl●●パネが

1タフトブラシ 1

細かいところまで

毛先を当てることがで

きます

●歯の襄矢にともない歯
の 並びと理れて残ってし
まoた 歯

●

雷0褻面

i彗プラシ1 .́
きの汚れ (こ 8)を
落と

'た
めの通彙です

奥から手前に

一方向に3く ょう

にして やさしく汚

れを落とします。

●プランの使い方0ポイント

・モ先は歯と歯肉の境日におく

・小さく細かく動かす

。―力所に時間をかける

●

こんなところに注目!
・舌:ま汚れていませんか?

・歯が抜けたままになつているところ

はありませんか?

・入れ歯は使つていますか?

・歯肉が饉れていませんか?
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遭■の管理

嗣
囃
理
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だ

シ
　
く
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い

ブ

使

歯

お

●と●0日

lホルター付さデンタルフロス1

用後 個別に

く水洗いをしたら

⊃ップ害に立てかけて

凰通しの良いところヘ

一発泡スチ0-ル に穴を開けて差し込むことで

集0の道具をまとめて保管てきます

互いの道具が触れ合わなllように十分な間幅を

取りましょう.

●くきを傷つけないよ

うにゆつくりとさし入れ、

2～ 3口前後させます

!●ロプラシ1

機にのこぎりを

|くように入れる

‐   ‐   ‐

‐   ‐    ‐

o餃内が十分に清掃されていても 汚れたままの

入れ歯をつけていては意味がありません.毎食後

きれいに洸いましょう.

壺歯ブラシなどを使つて

流水下でよく洗います.

入れ●も
=れ
いてますます奥快:!

俄 い忘れの多いところ

'

t入 ll●0保管方議,

水を入れた容番の中で保管します。

就嘔時は 歯科医師の特別な指示がない限り

`す
しておくようにします。

(時々入れ歯洸浄副を使用します。)

入れ歯のうら側

バネの部分

―下に水を張つた洗面彗やタオルを強いておくと、

落としてしまつても破損を防げます.

oイ
~｀

=→
““

豪

“

ttO内
^0カンンタ症の予あに競彙●

お0ま 0

"ン
ジ

'と
いう力この―●が8

の表面や0のや
`0く“
0い

“

みを|●うことヽあつます



2.口腔機能を評価しよう !
～機能評価方法のエトセトラ～ 0 鬱

トレーニンクの開始前 終了後にそれそれ評価を行うことで 数値などから客観的にトレーニングの効果を評価

することができます。ここでは評価方法れ くヽつか紹介します。

ヽ

0反復睡液轟ホテスト(RSST)
疇下機能の評価を行います.

■珈
lξい°    ,

対象者には椅子に座つてもらい 空嗜下をうなかします.1日 目 2回日 3□目の囁下にかかった

積算時間を8こ録します.最大 1分間観察します.正常な哺下回数は30秒間で3回以上です。口の中
が書しく乾燥している場合には、飲み込みが困難になるため lcc程度の水を□の中に入れてから
評価する方落もあります.

ヽ

②オーラルディアドコキネシス
0唇 舌 軟□薔の動きを膵価します。

´  ~~

ヽ

=ξ
胚勲

10秒間に「バJf夕 ,「力J

それぞれを連続して発音します。
`ヽ

イ
ア

「バ」、「夕j[力 Jの単音について ,秒閂あたりの発音o数を,1定します.10秒間測定して、1秒
間あたりに換算します.ll価者は発音さllた音を聞きなから 発意されるたびに紙にホールベンな
どて点を打って記録しておき 後からその数を数えます。

※最大努力下で行うことを理解してしヽないと 数値は低くなります。途oて息書きしても評価てき
ます.

※発音の強弱 リズムにも注目しましょう.

ノ

●

上記の方法を目単に測定でき 評価できる機器があります。

詳しくはP27を夢照してください .



0類の膨らまし(空ぶくぶくうがい)テスト
□E閉鎖力、軟□蓋、き後方の勁きを評価します。

′
~~~     ~~~ 

、
空ぶくぶくうがいを |

行います.

患びもれていない

状贖で類が膨らん

で tヽるかを見ます.

蛹の膨らまし状態を 左ち十分可能 やや不十分 不十分の3段階でll価します

指示が分からない場合は□睦清掃後のうかしヽの根子なとで評価することもできますが :T価時に

は水は使用しません。

ズ頬の膨らましか不十分な場合は、□Eの開鎖機|セが低下 軟□蓋や舌後方の動きの低下が疑わ

れます.

0ボタンプルテスト
o唇閉釧力を評価します。

糸0先にバネばかりのフッ |

クをかけ、徐々に力を加え

ていきます.

弓く力てボタンが外れ

なtヽように □薔にカ

を入れます。

直径

約3em

断面ロ

ボタンか飛んて当たらない

よう手てガートします

綺子に座つた状態てボタンプルを□Eと嘔み合わせた歯の目側0て挟んでもらいます。糸に
バ

ネは●Jりのフックを3つ掛けます.徐々に弓つ張つて □から外れた時のパネばかりのメモリを記録

します.30秒間体んてから同様にして2ロ ロを測定し 記録します。入れ曲が入つている人もそ
の

まま測定します

憚 前に糸が切れないかチエツクして下さい。)

●

い

く

）

詳しくは,27を参照してください・



⑤舌突出長さ

舌の機能を秤価します。

イ
~~~~~~~ヽ

10もいつきり

¬1111i忌:

顔の横で、口月から舌の先までの長さを測定し訳す.□角に定規を当てておき その後きを出

してもらうとスムースに測定できます。

⑥左右口角間の長さ
=,,■
●ヽ

口輪筋の評価を行います。

0を最大限に広げて fィー」と會った時のたち0角間の長さ (幅 )および □を最大限に尖らせ
て「ウーJと言った時の0角閲の長さ (幅 )を測定します。

ギ
赤色

②咀しやく能力判定試験

咀しゃく力を評価します。

かむ力が疇い

■ □ ■ ■ ■

―

異 常なし

よくかめる人ほどカムが赤くなる

2分間ガムを噛んでもらいます.その後 ガムを出してもらい 白ll経の上において 包装紙に
印刷されているカラーチャートこもとづき判定を行います。

ガムに溶け込んている酸味料が喧しゃくによつて溶け出し それが睡液の緩薔作用によつてア
ルカリ性となり色を発色する仕IBみになっています.

=入
れ歯に付層しにくtヽガムヘースを使用していますが 全ての方の入れ歯に●●しない訳てはあつません

口輸続の6カがけPすると、
左右0角国の距藤は、「イー1
と3ったときは長く、「ウーJ
と言ったときは矩くなります.

鮮しくはP27を摯照してくださぃ。



3.トレーニングメニュー

高齢者では四餃の筋肉や体力なとの身体機能と同様に 侵食 嗜下機能が低下しかちです。老化を防ざ いつ

までも元気に過こすためにもトレーニングは 0腔機能だけではなく 全身の機能に対しても行う必要があります.

(1)口腔機能のトレーニングを行う前の準備体操

掛け声を忘れすに |

回数

`2～
3回×1セツトから開始し

徐々にセット数を増やしましょう.

1深呼崚 (籠式呼嗅と口
'ぼ
め薔崚)

1手をお膜の上に置き お腹が影らむようにし

なから頓 式呼吸)鼻から静かにゆつくり息を

吸う.

20をすげめて (□すげめ呼吸)静かにゆつくり

息を■き お願かへこむようにする.

2手おの体■ (グー′(一体彙 )
,両腕を肩の高さて真つ直く前に突き出し

手のひらは下に向け r●をぃっばぃに広げ

てシヤンケンのバーの形をつくる.

2次に手のひらは下に向けたまま 指をmけ

てシヤンケンのクーの形をつくる.

3八―とクーをできるたけ早く繰つ逸す.

□元から離れたところからほくしていくことて…

リラツクス効果がある

集中力を高める

血流が良くなる などの効果があげられます。

吸うのを短く 吐くのは長くする。

□すばめ呼吸は気管支を広げ空気を通りやすく

する.

営や歯プランを使う前の準備としての役割もある

が 手や指の体操で 動の広い領域の血流を増やす。

-繰り返す

■



3.体0下g
l体を左ちになじる.

ヽ

/´

~

ノ

/´

~

―

ヽ

5.体●●

“
i'バンサイをして手を頭の上で組む.

●からゆっくり漱を吸う。

2□からゆっくり息を吐きながら左ちに倒す.

●思を吐き切つたら患を吸いながら体を戻す。

口釈 あげら骨)の目がう1

=伸

―

になる.

姜

"を
保つ′,ランスが良

くなる。

ヽ

~~~~ヽ
  /´
~~

4.●0■●

'手
を前方に突き出して背φを丸める。

②手を背中の後ろで組んで的を張る。

宙■や薔甲骨を
ほく,ことで、
良い晏

"を
とり用く

なる.

ヽ___ ____        __ノ

′
‐~

ヽ

6.層 モ01
〔輌 子を組んでバンサイをする。

②その後、首の後ろにおろす.

扁や6●節肉は

“

吸

補ゆ節で、こわばる

と口■こ負担がかかる.

/´

~~~~~

●.ロ モ●2

ヽ

__ノ   ヽ

~  I

ノ

′
‐~

¬
ア.●

|)後ろに振り返る様にゆつくり左右に勁かす.

●左右に輌ける。

5前後に倒す。

■ゆつくり0す .
(左回り、ち回り)

r

■●から息を吸いながらゅっくり肩を持ち上

|プる.

2□から忠を吐きながらストンとおろす。

ノ
●

↑

ノ 、ヽ_



(2)低下した□腔機能にあわせたトレーニングメニュー

利用者がロロ機能向上の」1練に楽しく実践てき モチベーシヨンを高めるような内容が望まれます。

F.轟点を把握し 強化するためのトレーニングを考えます.以下の内谷を週び組み合わせて実践し 内さ
に変化

を持たせましよう.

①疇下機能の強化

●哺下練習

`]こ

こ干.8ゃ。餞
“
論

症状が改善される
ヽ _

Ъ呼吸を菫え 唾液を」ックンと飲み込0(続けて2回 )

ヽ

②構音機能の強化

0発音練習
(同音週績発戸 異音組み合わせ発音)

1主に,べこばし、男薔口書や喘下`
口書などは が政●される   |
ヽ               ノ

「人 バ バ」『タ タ タ』「カ カ、力j レ(、 タ カJを10～ 20口程度連続して大きく発音する.

(慣れてきたら徐々に早く8つてもらう.)

『バ]の■惨 ● 「夕Jの者は 雷

|の II方が口■にとしっか0日じる

ゞ ツ Ψ ア~    
「パ」

eをしつかり閉じることができもりれ

ば職下することは難しい。

gをしつかつ日しることは食べるため
には重要

騒下する時は きのえで強く口五を押

している

上手に曖下するためには 舌の前方の

動きび壺螢

咽頭のll側の壁お きの奥のほうに続

く舌根部である

舌の興の部分の■膨がB下の燎には

菫響

「夕J

●

η F 『バJ「夕J
f力 !

『Jα 彊 60●
方が口査の口のカ

ノ



O頬筋の強化
●頬の膨らまし

イ左の顆に空気を
ためる

2もの蛾[空気を
ためる

3尚頼に空気を
ためる

´[ぶっJと音が出るように
両手てつふす

(大きい 8が出るようにつ

主に輻しゃく機能 □の澤きや食べこばしなどの症状が改薔する

0□唇閉鎖力の強化
●ボタンブル運動

主に0せ込み 會べこ
ばしや発音障害など

の症状が改善される

イロ唇と前歯の間にはさみ 徐々に力を,0えながら引く ,上下左右からも:く
ヽ1方向10秒程度を目安に行う

■院が上かりにくい人ま糸の長さを調節してください

0舌機能の強化
●舌の運動

直径
約3c

圭にむせ込みや咀しゃく機Irの低下、齢雫
暉書や発音障害などの症状が改善される.

3Rをゆっくりなめる
(左口リー右口り,

断面図

`き
|]ちをする
(舌をならす)

端話ィ(》ラちル

′  ―一  ヽ

●  ヽ
|   |

●上下に出す

「、・Q
2た右に動かす

lЧ



一
ゃ
。

い

0□唇開鎖力の強化
●ウーイー運動

主にむせ込み、食べこぼしや

発音日,などの症状が改善
される.

ウー

1□魯を思いつきつす 工めて
,つ―Jと力を入れる

●岨しゃく機能の強化

0咀しやく訓練

主に颯しやく薇能や

Dの潟きなどの症状
が改薔される.

●興歯を上下噛み合わせる.

主に喘下降書や□の渇きなどの症状が改薔される.

顎下腺マツサーシ

現指を殿の骨の内側のやわ

らない部分に当て 耳の下

からあこの下まで50所くら

い奄順番に押す

【睡液分泌の向上】

0唾液腺マツサージ

耳下腺マッサージ

人丼 t′指から小指までの4

本の指を頼 [当て上の興歯

のあたりを後ろから11へ 向

かつて口

'

21)角を脇いつきつ引くように
[イーJと力を入れる

2軽くカチカチ噛み合わせる.

舌下腺マツサージ

両手の靭売をそうえ 顎の

員下から,しく押0

―

―

カチカチ

ー

一綺

※力を入れると たくさん唾液が出るという事ではありません。優しtl力てl■
いましよう

蟻



4.レクリエーション

'郷
者がレクリエーションを―糖に楽しむことは、仲間意識を育み 参加継続の気持ちを強化することにつな

がります.事前に fこのケームは 5の力を強くする効果を狙うものですJなど説明をしつかりと行い 楽し0だ

けては終わらせなtヽ工実をすることが大切て0.

ヽ

(1)スト0-ダーツ
〔期待できる効果〕
主目的 :呼吸機能の改善 軟□孟挙上機能の改善

副目的 :□ E閉鎖機 I13の改善

〈材料〉
適当な大きさの段ホール¬枚
ストロー惨 m人数分
6cm×4cmに切つた折り紙:参力0人数分

〈作り方〉

1∞を作ります。段ホールに様々な大きさや形の穴を
切り書き それそれに点数をつけます。

2折り紙を半分に折ります
両蟷を5mm位折リ ホチ■スで止め 袋状にします.
〈進行方法〉

0●

―

完
・
品

ヽ

　
´
ｒ

`ス
ト0-の先に折リエて作った袋をかぶせてあるものを、参加者全員に配っておきます.
2参加者には綺子に座つてもらい 的を立てます。(的をllに立てると進行しやすくなります )
3参加書1人すつ膜にスト0-を吹いてもらいます (1人3回 ).
袋を通すことのできた穴の点数を与えていきます.

(2)フーフー迷路
【期待できる効果]
主目的:呼吸機能の改善 軟□査掌上機i.の改善

く材料〉
縦40cm×横30cm X高さ6c m位の空き籍 画用紙:参

"o人

数分
又は参加チーム数分
ストロー1参ヵo人数分
ビンボン玉:,m人数分 又は参

“

チーム数分

(作り方〉

1空き箱の底に迷簿の璧になる部分を搭き、ヵッターで切れ日を入rlます.
スタート地点、ゴール地点も],定しておきます.

2函用紙を ,横 継 路の切れ日と曰し長さ)×縦6cm:て切り 半分に折は す.
端iCmをのりしろとして残し その部分以外を貼り合わせます.
3空きおの属に入れた切れ日に2の函用紙を差し込み、のりしろ部分を種の壼側に広 |プて貼ります。
※迷路は詢 0人数分用意します。テーム対抗戦等にする場合はチーム数分用意して下さll.
く進行方法)

1参力0者に迷路とストo―を配布しておきます ケーム■は箱を手に持たないことを説明します.
2合図とともに、スタート地点に置いてあるビンボン玉をゴール地点目指して吹いてもらいます J―ルに
着いた人には、鈴を哺らす 手を掌げてもらう等して知らせてもらいます より速く着いた人に得点を与えます。に

ノ

+ffi+:[
点●ヶ所を締6 ホチキスてとめる ストローの先に

嬌り騒の書をガふ0ます



/

(3)ボール転がしリレー

【期待できる効果】

主目的:下顆閉鎖機能の改善

〈材料〉

ビーチボール等:鰺力0チーム故分

割り箸:参加人数分

ガーゼ:参加人数分

輪コムl参加人数分

く作り方〉

1割り箸の胸 1にカーゼを巻いて輸Jムで止めます。

く進行方法)

ヽ滲

"者
にカーゼ付きさ」り箸を屁布しておきます・ 子は使わないように説明します

.

2参力0者をいくつかのチームに分け (1チーム3人以上)

チームことに机に横―

'1に

並んで湮つてもらいます。

3ガーゼ付き割り者を噛んでもらいます.

4合図とともに 端の人から割り書を使つて隋の人にポールを波してもらいます・

ホールが最も速く最後の人まで着し`たチームが勝ちとし 得点を与
えます.

(4)IIリレー

l期待できる効果〕

主目的漱 □菫挙上機能の改善

け 料〉

ストロー:多力0人数分

薄ぃ柾〈縦 横5cm位に切る)

参,oチーム数分

紙皿:参加人数分

《進行方法)

1参力0者にストローを配布しておきます 手は使わないように説明します

2参 ,0者をいくつかのチームに分け (1チーム3人以上)チームことに机に猥
―

'1に

並んで座つても

らtヽます.

3リレーする紙を直く陣地として 参加者全員の前に紙皿を置きます

4合図とともに 端の人から紙をスト0-で吸いながら持ち上げ 隣の人の陣もに置いていきま
す.

それを爆り返し 最も遠く最後の人まで着いたチームの勝ち
とし 飼点を与えます。


